
　

こ
れ
ま
で
の
恒
吉
城
跡
の
調
査
研

究
の
結
果
を
発
表
す
る
「
恒
吉
城
跡

保
存
研
究
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
12
月

１
日
、
恒
吉
地
区
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

恒
吉
城
跡
は
、
大
隅
町
恒
吉

に
位
置
し
て
い
る
中
世
の
山
城
跡

で
、
市
指
定
史
跡
で
す
。
慶
け
い
ち
ょ
う長
四
年

（
１
５
９
９
）
の
「
庄

し
ょ
う
な
い内の

乱
」
で
は
、

都
城
を
本
城
と
す
る
12
外と

じ
ょ
う城

の
一
つ

と
し
て
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
三
木
靖
先
生
（
鹿
児
島

国
際
大
学
名
誉
教
授
）、
村
田
修
三

先
生
（
大
阪
大
学
名
誉
教
授
）
を
は

じ
め
、
5
名
の
研
究
者
を
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
招
き
、
午
前
は
城
跡
の
見

学
会
、
午
後
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
二

部
構
成
で
行
わ
れ
、
約
１
３
０
名
の

聴
衆
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
恒
吉
城
の

見
方
に
つ
い
て
、
①
恒
吉
城
独
特
の

構
造
、
②
南
九
州
で
は
あ
ま
り
見
ら

れ
な
い
畝う
ね
じ
ょ
う
た
て
ぼ
り

状
竪
堀
（
竪
堀
が
三
つ
以

上
連
続
す
る
も
の
）、
③
廃
城
と
な
っ

た
江
戸
期
以
降
の
城
の
あ
り
方
と
3

つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
き
な
空か
ら
ぼ
り堀
（
水
の
張
ら
れ
て
い

な
い
堀
）
の
外
に
畝
状
竪
堀
を
構
築

し
て
い
る
恒
吉
城
独
特
の
強
固
な
構

造
は
、「
庄
内
の
乱
」
当
時
の
緊
張

状
態
を
表
し
て
い
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
恒
吉
城
は
、
そ
の
城
と
し
て

の
役
割
を
終
え
た
後
も
、
恒
吉
麓

住
民
に
と
っ
て
精
神
的
な
拠
り
所
と

な
っ
た
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
中
世
の
山
城
」
と
一
般
に
は
馴
染

み
が
薄
い
テ
ー
マ
で
し
た
が
、
研
究

者
の
方
々
が
時
に
ジ
ョ
ー
ク
を
交
え

な
が
ら
解
説
さ
れ
、
多
く
の
方
々
に

恒
吉
城
の
持
つ
「
価
値
」
が
伝
わ
っ

た
よ
う
で
し
た
。

庄内の乱の語り部

恒吉城跡保存研究シンポジウム
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パネリストの話を真剣に聞く皆さん

現地説明会の様子
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